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摂
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仁
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械
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問
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近
世
絞
油
業
の
生
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機
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そ
め
税
制
を
十
八
阪
に
刊
つ
佐
世
の
松
山
裁
が
叫
問
中
川
・
州
内
・
利
引
ポ
}
一
一
閣
に
被
服

L
h
次
却
に
そ
の
生
法
地
正

繍
大
し
て
闘
凶
一
闘
に
溌
注
し
た
事
貨
を
述
べ
た
が
、
生
産
機
構
に
就
い
て
は
別
に
稿
を
改
め
る
と
な
し
て
殆

r鮒
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
専
ら
そ
の

生
産
機
構
に
就
い
て
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

続
滴
の
勢
働
行
程

近
世
の
絞
油
業
は
「
立
木
」
(
立
粒
又
は
鳥
居
)
と
稽
す
る
摩
搾
道
具
を
別
ひ
た
の
で
る
る
が
、
そ
れ
は
燐
律
遠
里
小
野
村
の
若
野
氏

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
「
協
同
押
木
」
の
後
達
し
た
‘
も
の
で
、
「
製
油
濫
傷
容
凶
」
に
掲
哉
さ
れ
た
「
掃
州
遠
里
小
野
菜
子
油
搾
具
刷
」

と
大
蔵
永
常
の

「
製
油
録
L

広
載
せ
ら
れ
た
絞
油
道
具
の
闘
と
を
比
較
し
て
も
、
そ
の
原
理
に
於
て
殆
ど
鑓
る
所
な
〈
、
共
に
棋
を

撃
っ
て
油
を
絞
る
も
の
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
之
に
針
し
て
中
世
山
崎
で
問
ひ
ら
れ
た
「
刊
誌
木
」
と
稀
せ
ら
れ
毛
も
の
は
駿
穏
に

よ
っ
て
油
を
絞
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
中
世
か
ら
近
世
へ
の
絞
油
業
の
愛
迷
は
「
長
本
」
か
ら
「
楼
押
木
」
更
に
「
立
木
一

へ
と
云
ふ

持
働
要
具
の
設
建
と
し
て
兄
ら
れ
、
又
そ
れ
に
作
っ
て
原
料
も
荏
胡
怖
・
胡
怖
か
ら
菜
種
・
綿
貧
へ
と
推
移
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ふ
γ

兎
も
角
も
近
世
に
於
て
支
配
的
で
る
っ
た
絞
油
具
は
一
ー
立
木
」
で
あ
勺
で
、
明
暦
頃
か
ら
で
長
木
」
を
用
ふ
る
も
の
が
な
〈
左
つ
究

大蔵永常、袈油録
搾t由濫嶋(日本財政純梼史料、第三巻)
府本、大阪市役所所寂
前掲お本
側稿、近世絞油業の霊童話(本誌、第四十六巻I叫披126河)
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と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

此
の

「
立
木
」

に
よ
る
絞
泊
の
持
働
行
程
を
大
蔵
氷
山
品
の

「
製
油
録
」
に
よ
っ
て
次
ぎ
に
簡
単
に
制
介
し
よ
う

3

菜
種
干
し

1
絞
場
に
添
う
た
少
々
傾
斜
の
あ
る
二
三
畝
歩
の
土
地
に
菜
穂
を
干
す
。
天
気
よ
け
れ
ば
一
日
さ
も
な
け
れ
ば
二
=
一
目
。

妙
P
方
H

干
し
た
菜
種
を
む
ら
な
〈
焦
げ
ぬ
様
に
妙
る
。

雄
山
司
市

l
妙
っ
た
菜
種

E
碓
に
で
粉
末
と
す
る
。
そ
の
粉
末
を
廿
八
の
飾
(
一
寸
に
廿
八
筋
の
糸
あ
る
飾
)
に
で
ふ
る
ひ
、
残
れ
ば
何
度
も
椛
に
で

ふ
む
。
所
謂
水
車
絞
り
と
は
此
の
行
程
に
於
て
水
車
を
利
用
し
た
も
の
で
、
指
活
若
原
郡
水
車
新
川
を
治
め
揖
河
泉
水
L
D
に
多
数
存
花

て
ゐ
た
。
し
大
阪
市
中
の
も
の
は
す
べ
て
入
力
で
あ
る
。

蒸
し
い
汀
H

帆
貯
を
T

恐
怖
仙
に
て
廷
す
③

絞
り
万
H
抗

1
た
品
粉
止
公
に
て
臼
h
J
L
丸一一「
U
F
-
r
h
介
、
は
引
と
し
一
千
ご
の
叩
に
ヘ
ド
、
仏
ν
怖
v
M
〆
政
れ
立
出
M
P
一
は
め
d

の
l

k
正
山
口
川
い

h
k
m
u
f
十

H
T

袋
の
切
を
重
ね
、
立
木
に
特
を
遁
し
矢
二
間
刊
の
拠
)
を
は
め
、
嗣
方
よ

p
矢
を
槌
に
て
撃
つ
c

油
は
汗
の
穴
か
ら
「
と
り
ペ
桶
一
に
垂
れ
る
。

以
上
が
犬
惜
の
工
程
で
.
概
括
す
れ
ば
雄
ふ
み
迄
の
準
備
一
ム
程
と
そ
れ
以
後
の
絞
油
工
程
と
に
分
け
る
事
が
出
来
る
。
一
度
絞
っ
た

糟
は
再
び
碓
に
て
砕
き
諦
に
か
け
、
妙
鍋
に
て
水
気
を
と
り
、
冷
し
て
後
蒸
し
再
び
絞
る
。
之
を
「
二
番
」
又
は
「
中
」
と
裕
し
、
更
に
一
一
一
度

行
ふ
を
コ
ニ
番
」
又
は
「
揚
げ
」
と
稽
ず
る
。
以
上
は
菜
種
の
場
合
を
活
べ
た
が
、
綿
貫
の
揚
合
は
碓
ふ
み
の
工
程
に
於
て
石
臼
(
ひ
き
臼
)

が
用
び
ら
れ
る
が
他
は
同
禄
で
あ
る
。
向
製
油
録
に
掲
げ
ら
れ
た
幾
多
の
檎
闘
は
以
上
の
工
程
を
容
易
に
現
解
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。

L
地

て

あ

て

古
木
一
挺
菜
種
一
石
二
キ
に
針
し
て
、
搾
り
人
一
入
、
明
き
人
一
人
、
踏

絞
油
に
従
事
し
た
弁
働
者
は
、
L

へ
阪
の
例
に
よ
れ
ば
、

か
た
二
人
、

合
せ
て
五
人
で
る
っ
て
、

立
木
三
挺
の
時
は
九
人
に
て
種
子
二
石
四
斗
絞
っ
た
。
「
搾
り
人
」
が
絞
油
作

せ
が
ひ
一
人

業
の
中
心
と
友
る
の
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
「
明
き
人
一
は
「
搾
り
人
L

の
助
槌
と
な
り
街
そ
の
他
の
諸
事
を
と
り
ま
は
ず
。
印
ち
「
搾

近
世
絞
油
業
の
生
産
機
構

第
四
十
七
巻

七
七

第

旗

え」

製油録、容上6) 



近
世
絞
油
業
の
生
産
機
構

第
四
十
七
巻

書事

裁

C 

七
月比

立
本
の
附
方
よ
り
矢
を
槌
で
打
っ
て
油
を
絞
る
の
で
あ
る
。

り
人
」
と
「
明
き
人
」
と
が
踏
ん
だ
袋
穫
を
蒸
し
て
坪
に
入
れ
、

か
た
」
と
は
云
ふ
迄
も
な
く
妙
っ
た
染
穫
を
維
に
て
踏
む
も
の
で
あ
る
c

「
せ
が
ひ
」
は
菜
種
の
妙
り
方
や
碓
の
頭
で
菜
種
を
混
ぜ
る

等
の
仕
事
を
た
す
c

菜
種
干
し
は
別
の
持
働
者
が
従
事
し
た
か
如
何
か
は
明
か
で
友
い
が
水
車
新
田
で
は
区
別
さ
れ
て
ゐ
た
核
で
あ

る
。
尤
も
「
踏
か
た
」

L
」
「
せ
が
ひ
」
と
は
L

へ
し
た
差
別
は
無
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
準
備
工
科
に
従
ふ
も
の
と
絞
泊
て
穏
に
従
ふ

も
の
と
は
円
十
く
か
ら
分
か
れ
て
ゐ
た
と
凡
え
、
資
府
八
年
水
車
新
町
の
記
録
で
も
隔
者
の
賃
銀
を
「
州
絞
人
足
賃
」
と
「
ふ
吐
か
へ

人
足
賃
」
と
に
分
っ
て
沿
り
、
又
別
に
「
油
袋
川
人
足
賃
」
「
袋
持
子
へ
足
同
尺
↑
も
ど
さ
れ
七
ゐ
る
c

(
計
}
、
水
泊
扮
樽
(
一
一
樽
凶
司
入
)
生
成
費

『
菜
種
寸
七
石
四
斗

銀
出
M

貰
五
百
武
拾
十
八
日
匁
一
分
八
原

袖
絞
人
足
筑

威
拾
三
匁
六
分
六
岡
崎
俊

凶
ぜ
か
へ
人
足
気

九
匁
五
分
七
一
風

右
人
見
飯
料

竹
山
市
V
E
匁
六
分
六
照
飴

来
種
潰
よ
WJ
水
車
新
川
へ
揚
げ
賃

十
六
匁

油
井
油
粕
漬
問
し
質

五
匁
二
分
二
煙

泊
絞
袋
造
り
代

拾
士
一
肌
匁
凡
分
三
座
像

車f

f1; 

鼠
拾
六
匁
八
分

袖
袋
附
茶
稀
干
人
足
賃

拾
八
匁

fv分

そ
の
外
諸
活
具
仕
入
諸
入
刑

来
初
賀
口
銭
阿
州
中
買
共

扮
七
匁
問
分

苅
丸
ん
小
川
出
L

七
匁
八
分
コ
一
庖

官
官
稀
水
揚
蔵
入
質

日叫
先L

〆
志
賀
七
百
拾
二
一
匁
或
分

製
油
録
忙
依
れ
ば
水
車
新
聞
で
は
菜
種
三
石
六
斗
(
料
貨
な
ら
ば
一
ニ
百
貫
目
)
を
搾
り
人
一
人
・
添
槌
一
人
・
親
司
一
人
・
下
働
き
一
一

人
合
せ
て
五
人
で
絞
っ
た
と
い
ふ
。
前
前
掲
註
に
よ
っ
て
も
此
等
の
外
に
泊
袋
師
・
菜
種
干
人
足
が
存
し
た
緑
で
あ
る
。

ー
ー

絞
泊
鰹
替
の
諸
形
態

ー「

踏
』コ

大事J五右衛門、江戸御表江仰f!以来日記(紳戸市北本新問、大事I幸策氏所蔵)
製油録、巷上
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(
イ
)
賃
仕
事
・
手
工
業

以
上
述
べ
た
如
き
分
業
が
、
近
間
絞
油
業
の
総
べ
て
の
場
合
に
凡
ら
れ
る
か
と
云
ふ
と
さ
う
で
は
左

ぃ
。
例
と
し
で
副
本
げ
た
大
阪
や
水
革
新
同
は
、
都
市
の
抱
大
な
市
揚
K
膝
じ
て
商
品
と
し
て
油
を
盛
に
生
産
し
た
最
も
後
建
せ
る
も

の
で
あ
る
が
、
向
絞
州
技
術
は
側
め
て
単
純
で
あ
り
、
小
規
棋
の
経
替
も
存
介
忙
し
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
闘
東
で
は
菜
種
八
守
を
峨

人
瑚
(
「
と
宇
が
し
ら
」
と
も
云
ふ
)

一
人
・
下
働
一
人
合
せ
て
二
人
で
絞
っ
た
と
-
一
ム
は
れ
て
ゐ
る
。
叉
天
保
l
四
年
の
永
井
肥
前
守
領
八
刀

よ
濃
厚
見
郡
の
調
究
に
よ
れ
ば
、

ヲく
保
イー

年
司-
}') 

加
納
町
(
裂
助
以
下
統
帥
伝
六
軒

工判
f
山一

二
十
毛
布
六
斗
弱

御
凶
町
(
品
川
中
川
衛
門
以
下
五
軒
)

二
十
二
石
ニ
斗
弱

~ 
d 

J
T
F『
、

L
h
i
-
-
:

-
i
F
吉
本

P

賞
対

t
f
三
判

• 

川
石
川
斗
強

ん
す
嶺
村
(
又
右
衛
門

ク

石
五
斗
三
一
升
三
ん
H

日
程
江
村
(
勘
右
衛
門
以
下
二
秤

， ， 

F¥ 

東
鶏
村
(
=
一
四
郎
以
下
二
軒

タ

凶
石
ニ
斗
弱

の
如
く
桜
め
て
零
細
在
る
生
産
額
で
あ
っ
て
、
阪
令
百
姓
の
飴
業
と
し
て
幾
ま
れ
た
と
し
ナ
一
も
、

一
年
の
絞
泊
矧
が
三
一
ふ
・
四
ア
引
に

過
ぎ
友
い
E
E
は
徐
り
に
少
額
で
あ
る
。
か
h
h

る
三
石
・
四
一
ぬ
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
絞
油
屋
は
主
と
し
て
貨
絞
り
又
は
注
文
生
産
を
行
っ

た
も
の
と
し
て
始
め
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
営
陣
同
図
石
津
郡
牧
凹
・
津
田
・
多
良
村
・
本
阿
踊
倫
中
村
々
の
書
付
.
は
『
銘
々
燈

納
之
儀
ハ
少
・
4

宛
手
作
之
種
油
屋
に
差
出
し
賃
〆
ニ
絞
り
立
相
用
弁
山
寄
之
村
方
ニ
而
ハ
冬
分
水
泊
代
り
エ
焼
松
を
用
び
北
ハ
外
不
足

之
分
ハ
最
寄
市
場
に
て
水
油
魚
油
を
相
求
遺
方
に
仕
候
』
と
辿
一
ぺ
て
ゐ
り
、
多
妻
・
安
八
・
海
図
・
中
嶋

-
b鯨
・
各
務
・
土
岐
・

氾
枇
料
油
業
の
生
車
問
機
構

r
F
山
寸
七
岱

二
七
九

主事

dit 

製油録、巻J
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近
世
絞
泊
業
れ
生
産
機
構

第
凶
十
七
巻

可
児
・
加
茂
・
武
儀
・
羽
山
梨
・
山
鯨
郡
惣
代
も
同
株
の
事
責
を
漣
ぺ
て
ゐ
司
令

第
二
娩

ノ、
C 

し
か
も
天
保
十
四
年
美
濃
御
料
私
州
問
合
せ
て
凡
三
千

六
百
六
十
六
石
の
油
が
販
資
さ
れ
た
が
、

そ
の
大
部
分
は
生
産
者
近
く
の
消
費
者
に
直
接
配
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

殴

地

頁

一
一
、
三
一
五
石

2ド

主主

廻

1+1 

二
三
五
石

絞

JC 

近

一
六
四
石

在

主~l

一
五
九
石

五
九
石

州.1

H. 

こへ
O
E叫

尾

州

地

買

捌

Fミ

型E

勢

州

地

質

問

一
一
五
日
行

H
A

上
を
川
U
一
て
見
れ
ば
美
濃
の
絞
仙
北
は
向
賃
仕
事
乃
至
は
子
仁
仙
北
京
の
段
陥
陀
作
っ
た
も
の
と
巧
へ
る
事
が
山
内
米
る
。

の
み
泣
ら
十

営
時
の
我
が
圏
一
般
の
農
村
も
多
く
は
か
h

る
事
情
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

以
上
の
如
き
農
村
の
揚
ム
口
に
到
し
て
、
主
と
し
て
都
市
の
需
要
に
舷
じ
て
ゐ
た
協
法
・
河
内
・
和
泉
の
絞
油

業
は
完
全
な
る
商
品
生
産
で
あ
っ
た
。
日
正
れ
は
巾
世
の
山
崎
が
既
に
商
品
生
産
の
段
階
に
あ
っ
た
事
か
ら
明
か
で
あ
る
が
、
近
附
に

(
ロ
)
家
内
工
業

於
て
は
大
阪
の
問
屋
の
手
に
依
っ
て
多
数
の
油
が
集
め
ら
れ
各
地
に
配
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
試
み
に
一
年
閣
の
大
阪
の
問
屋
の
版

資
額
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

(
文
久
十
附
年
文
政
九
年
平
均
)

dま

1且

、、一司

/

/

J

4

 

JU 

江

ニ
凶
、
八
川
七
石

構
・
何
・
泉
、
川
閥
、
中
閥
、
九
州
、
北
凶

一
問
、
コ
一
七
五
石

戸

京

一
六
五
石

I由

一
、
O
八
一
石

多民-
..o..t';: 

大

腹

一
八
、
九
宍
O
石

叉
原
料
た
る
菜
種
・
綿
貫
も
逗
〈
四
聞
か
ら
菜
種
・
綿
貫
問
屋
の
手
を
経
て
購
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
費
府
度
の
記
録
に
よ
れ
ば
大
阪

5) 前掲瓦5本
小野均、柚附人としての犬，1，峰神人(制合経梼史革、慎一巻問就50頁)
水前一件(袴農尚動作所夜、大阪市役所筆お本j

)

〕

)

4
6
7
 



泊
仔
菜
種
の
産
地
に
は
情
燃
・
賢
一
局
・
北
川
山
・
肥
前
・
一
小
戸
・
川
町
阿
川
・
備
前
・
備
中
・
術
後
・
豊
後
・
筑
後
・
肥
後
・
十
隣
府
思
・
讃
岐
・

仰
後
が
あ
り
、
同
じ
く
綿
貫
の
産
地
に
は
山
城
・
和
泉
・
恨
注
・
閥
東
・
阿
波
・
讃
岐
・
伊
殻
・
筑
前
・
筑
後
・
撃
的
附
・
賞
後
・
肥

前
-
肥
後
・
日
向
・
際
陸
・
越
後
・
囚
幡
・
伯
品
品
川
・
石
兄
・
橋
脚
牒
・
美
作
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
婆
・
周
防
・
長
門
・
紀
伊
・

淡
路
・
同
雲
・
土
佐
・
小
豆
嶋
・
丘
(
厚
・
尼
崎
等
が
あ
っ
た
。
か
L

る
多
数
の
原
料
を
消
費
し
て
油
を
生
産
し
た
の
は
大
阪
二
百
五

十
軒
の
菜
種
絞
油
屋
・
品
川
五
軒
の
綿
貫
絞
油
屋
で
あ
り
、
腕
河
泉
心
仕
方
に
散
点
す
る
多
数
の
絞
油
産
で
あ
っ
た
。
併
し
此
等
絞
納
屋
も

「
大
坂
搾
り
屋
仲
間
の
寄
ム
口
掛
川
類
の
参
合
等
に
は
上
間
的
南
部
嶋
左
ど
の
小
一
例
を
万
川
し
て
僕

。

も
つ
れ
交
に
跡
る
と
比
ハ
ま
L
引
ぬ
き
士
山
さ
し
と
の
向
怖
に
池
粧
を
し
め
て
働
の
雇
人
に
ま
仰
つ
り
随
打
し
て
稼
な
り
ア
と
逃
ぺ
ら
れ
て

一
年
聞
の
免
許
川
倒
は
大
限
市
山
紛
州
民
は
一
粁
ボ
均
四
一
八
小
川
一
騎
ー

多
く
は
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
て
、

対
品
川
場
及
利
一
々
の
易
〈
叫

に
就
い
て
推
算
す
れ
ば
一
株
平
均
三
十
一
石
と
な
り
、
天
保
五
年
間
絞
油
屋
内
ら
の
見
積
り
で
は
平
均
一
軒
六
十
六
石
で
あ
る
。
又

河
内
因
石
川
郡
喜
志
村
水
車
稼
停
兵
衛
は
文
政
五
年
か
ら
九
年
迄
平
均
一
年
百
六
十
四
石
徐
を
生
産
し
て
ゐ
る
が
、
之
と
て
同
じ
水

=，、，↓司'-.‘『
j
d
m
問

う

Z
K
L
d
一、
E
-
Y
L
t
d
d

Z
J
P「
T
ド
ー

;
v
t
l
q前'タ
J
E
t
-ィ
t

車
利
用
の
揚
津
蒐
原
郡
水
車
新
田
に
比
す
れ
ば
向
小
微
で
あ
る

3

か
込
る
零
細
友
絞
油
塵
の
生
産
物
は
線
べ
て
大
阪
の
問
屋
に
集
中
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
様
態
を
筒
間
早
に
同
一
不
す
れ
ば
突
ぎ

の
如
く
で
あ
っ
た
。

市

統

居

t1v
江
戸
口
油
問
屋

1
1
1
1ヤ
江
戸

〉

ハ

、

市

巾

消

費

者

花
方
的
世
油
届
↓
出
油
田
周
I1↓
京
口
油
開
局
φ

油
仲
買
J
市
中
十
代
方
油
小
賢
人

/

荷

縫

所

、

、

/

〆

京

都

/

開

園

そ

の

他

H
-z
 

i由

近
世
絞
泊
業
の
生
産
機
構

第
四
十
七
巻

戸、

第

裁

江戸御表江御召以来日記。大限市史、停一岱771頁参j照
前掲日記
製油録、巻 t
幸町成友、江戸と大医、 290頁(大run1J中一年間の産額一高三千六百石を菜種
絞油屋二百五十軒端貸絞f由屋三十五軒に平均したもの)
水油一件雑音f抄録(信農商務省所蔵、大阪市役所筆潟本)
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近
枇
絞
油
業
内
生
産
機
構

四

第
四
十
七
巻

i¥. 

第

競

(
討
)
、

4

日
ふ
る
形
態
は
U
T
〈
か
ら
見
ら
れ
る
が
、

明
和
七
年
か
ら
天
保
三
年
四
間
に
最
も
整
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

天
保
亘
年
以
後
は
江
戸
口
・
京

口
州
問

M
-
m油
H
W
合
し
て
一
様
の
前
向
院
と
な
り
、
品
田
仲
買
は
小
賓
と
な
っ
た
。
寛
政
=
一
司
よ
り
文
政
五
年
迄
灘
日
よ
り
の
江
戸
直
積
を
許

J
-
一
一
号
、
三
、
J

b

D

L
f
ヰ
泊
主
主

就
中
荷
継
所
友
る
も
の
L
存
在
は
ホ
方
絞
納
長
が
地
方
に
散
称
し
て
ゐ
た
錫
で
る
っ
て
、
嘉
永
七
年
一
川
内
で
は
左
の
如
く
で
あ
っ

売
。

水
市
中
油
穣
株

:五

社ま

事長

、I
H』
k

，F
4，f
、
引
は
主
伺
抑
制
V

事己

利;

JL. 

村

。
'-一

'l~: 

ノ、
株

4同‘

4株

1町:

川

喜市

庁1

l'刊
株

ii 

耳目

本主

寸

休

利;

:ltl: 

初;

君E

材t

寸ー

株

溢

111 

j寸

寸宇

株

一
十
八
株

南

羽i

ヨi"i"

君日

中止

十
問
株

}十

北

羽目

材、

十
五
株

i:[ 

lι右

y.記

111 

王正

初、

君1:

君日

材、

茨

二
十
問
株

認T

株

君j;

良

七
十i

羽l

八、

株

4 

x 

野

二
十
四
株

r"i 
株

li!f-

君I~

大

M 

ト

材、

寸ー

株

郡

か
く
の
如
〈
散
点
せ
る
等
釧
絞
油
業
者
止
七
軒
の
大
阪
出
油
起
と
の
聞
に
は
山
口
同
然
商
人
が
仲
介
す
る
桜
に
左
る
。
そ
れ
が
荷
継
則

!有

(
州
袖
荷
縦
所
U
A

は
在
袖
寄
せ
目
的
)

例
へ
ば
賓
一
廓
の
始
め
八
尼
之
内
別
合
に
弓
削
屋
治
郎
右
衛
門
、

八
尼
寺
内
に
小
山

に
外
な
ら
左
い
。

屋
惣
兵
衛
、

貫
一
席
五
年
に
久
賀
寺
新
川
に
井
仰
星
勘
四
郎
、

又
八
尼
寺
内
の
平
野
屋
長

同
六
年
に
は
八
日
新
川
に
掃
山
川
町
一
治
兵
衛
、

右
衛
門
は
資
料
頃
に
、

明
利
皮
に
は
和
泉
貝
塚
に
山
内
水
屋
走
兵
衛
、

安
永
の
始
め
に
平

佐
野
に
(
不
明
二
二
右
衛
門
・
泊
口
座
市
寸
兵
衛
、

私寂史料14) 



野
に
綿
毘
九
兵
衛
・
粕
屋
え
問
郎
、

久
賀
h

寸
新
旧
川
端
に
八
幡
屋
九
兵
衛
、

久
資
子
村
に
植
民
太
郎
兵
街
山
み
が
篠
山
し
た
が
、
河
内

よ
り
の
出
油
荷
繕
川
は
安
永
七
年
よ
り
八
日
】
の
小
山
屋
源
蔵
・
久
売
品
寸
新
川
の
井
町
内
屋
助
四
郎
・
一
↑
野
郷
の
粕
一
民
ザ
~
四
郎
の
三
人
に

和
泉
で
は
ベ
明
三
年
改
め
て
尼
崎
足
後
兵
衛
に
よ
っ
て
堺
に
一
一
ケ
所
貝
城
佐
野
に
一
ケ
所
宛
荷
繕
所
が
願
は
れ
た
。

限
ら
れ
、

併
し
か
ミ
る
荷
織
所
山
川
至
出
油
起
が
如
何
友
る
形
態
で
絞
油
尾
を
支
配
し
て
ゐ
た
か
は
明
か
で
な
い
。
直
接
原
料
を
支
給
す
る
川

民
制
度
が
見
ら
れ
血
事
は
、

早
〈
か
ら
種
物
問
肢
と
油
開
民
と
が
別
で
あ
っ
た
事
か
ら
常
然
で
あ
ら
う
が
、
前
貸
金
が
興
へ
ら
れ
た

か
如
何
か
も
明
か
ぜ
た
い
。

併
し
八
尾
新
刊
の
山
泊
荷
縦
所
(
京
油
寄
せ
さ

矯
山
間
U

庇
ム
削
兵
衛
が
卒
野
町
御
堂
筋
の
州
仲
買
嬬
府
民
孫

?
と
y
l
L
7
5
コ:、

}
V
E
J
J
4
1
品
目
(
「
A
M
J
V

内
村
川
一
同
山
川
油
荷
縫
所
を
噺
び
山
川
た
尼
崎
足
偽
兵
衛
と
は
丈
阪
山
油
尽
日
野
口
腔
佐
兵
一
耐
↑
々
の
奉
-
公
人
に
つ

ま
L
1ト
yrι
ト
仁
王
目
、
J
H
F
L
;う
コ

ι
=コ
ム
ハ
れ
れ

E
E
F
H
h
p
，4
J
¥
F
P
】

-
h

首
位
子
じ
ト
h
h
a
u
h
H
K
K
F
T
E
住

宅
z
y
J
L
『

l
n
J
E
h
イ
j
J
d
おい刊

U
R
U
-

一4
J

J

ノ〈一
Z

J

会作ト

4
t
z
t
L
1
プト

f
b
A
q
J

・'
r

c

B
ド

J

一一三
VTB

一メ吋ムノ下大
ι
f
a
t
-
F
r
y
-
っ，
t

t

兵
術
の
仰
で
あ
っ
た
り
、

山
し
て
行
っ
た
事
を
想
像
す
る
の
は
本
易
で
あ
る
つ
叉
川
パ
出
足
も
時
に
不
正
な
取
引
を
行
っ
て
作
ぶ
絞
泊
院
を
臨
目
的
一
し
た
。
例
へ
ば

文
政
五
年
頃
一
石
の
口
銭
三
匁
の
定
で
あ
る
の
を
同
油
足
申
合
せ
て
十
匁
と
し
共
の
上
掛
り
物
と
回
附
し
て
代
令
か
ら
引
き
、
叉
不
正

の
さ
し
竹
を
川
ひ
た
り
し
た
須
、
文
政
五
年
泊
仲
買
橋
脚
町
屋
五
助
が
布
方
絞
油
屋
の
押
捕
に
訴
へ
日
た
如
き
は
そ
の
印
有
例
で
あ
ら
う
。

尤
も
閥
束
に
於
て
元
治
元
年
に
地
廻
水
油
問
屋
十
八
軒
が
幕
府
に
上
巾
し
て
、
絞
油
屋
に
前
金
を
貸
興
せ
ん
と
計
産
し
た
事
例
が
あ

る
。
営
時
の
寄
付
の
一
節
U
、

『
右
に
付
在
方
穀
商
人
は
勿
論
、
御
門
口
同
地
穀
物
尚
人
刺
以
と
明
候
も
の
等
、
泊
絞
荷
物
以
扱
不
申
様
御
仕
法
被
成
下
度
、
尤
花
々
泊
絞
縁
之
も
の
、

積
物
貝
入
之
手
文
無
之
様
、
線
人
分
量
に
艦
じ
、
地
姐
油
問
院
共
よ
り
、
前
金
貸
波
候
と
も
、
又
は
荷
物
引
前
貸
金
い
た
し
、
若
積
物
十
分
之
作

方
に
両
、
絞
り
縄
僚
分
之
節
は
、
御
常
地
へ
積
週
、
地
廻
州
問
問
尾
買
請
、
問
買
候
様
坂
扱
候
は

γ
、
非
常
之
備
行
届
可
申
-

"'" 

近
枇
絞
油
業
の
生
産
機
構

第
四
十
七
巻

第

競

五

" 

16) 17) I1j1由民書物件(大限市役所所蔵)
11本財政料消史料、第七巻424頁

'5) 
18) 



}
近
世
絞
泊
業
の
生
侍
機
構

第
四
十
七
径

第

鉱

ノ、

佐1

プτ

と
あ
り
、
闘
東
種
物
凡
五
高
石
の
内
橋
揚
御
絞
所
・
守
揚
御
絞
所
附
者
の
入
用
一
向
五
千
引
を
除
け
ば
約
七
高
雨
の
金
制
と
怠
る
が
，

地
廻
泊
問
屋
廿
軒
が
一
軒
三
千
五
百
剛
山
花
互
に
日
間
泊
し
て
徐
々
に
調
建
し
よ
う
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
但
し
之
が
賓
現
さ
れ
た
か
否

か
は
不
明
で
あ
る
。

(
ハ
)
工
場
制
手
工
業

前
述
せ
し
持
働
行
程
の
中

κ大
阪
の
絞
油
業
で
は
作
業
揚
内
の
八
刀
業
が
か
左
り
に
進
ん
で
ゐ
た
事
を

「
製
油
銘
」
に
よ
っ
て
制
介
し
乍
ら
、
之
を
以
て
也
ち
に
工
場
制
手
工
業
と
断
定
し
な
か
っ
た
の
は
、

工
場
制
チ
ヱ
設
と
規
定
し
伺

る
矯
に
は
一
限
界
的
汗
の
紋
や
や
治
羽
内
の
治
共
の
数
u

ピ
附
剛
山
と
し
な
け
れ
ば
写
引
ぬ
か
ら
て
め
る
ι

p
-
t
:
:
:
、f
、
、
九
三
:
ト
、

↓

4
J寸
ト
ト

l
r〈
ブ

間

作

μ
在
「

J
U

此
等
在
験
読
す
ぺ
き
史
料
を
見
出
さ
た
い
が
、
此
の
問
題
を
多
少
'
と
も
明
か
に
す
る
錦
、
引
を
改
め
て
揖
律
蒐
原
郡
水
車
新
岡
に
於

け
る
絞
油
業
を
詳
細
に
紺
介
し
た
い
。

恐
ら
く
之
は
蒜
府
白
慣
が
消
費
し
た
泊
を
絞
れ
ノ
た
の
で
あ
ら
ろ

が
、
他
に
賀
川
し
た
事
は
天
保
十
二
年
六
月
の
「
山
口
玄
亭
上
官
」
に
も
銃
は
れ
、
又
水
戸
・
足
張
訓
郡
や
旗
本
松
平
和
之
進
等
が

種
油
を
江
戸
で
寅
捌
い
た
事
か
ら
も
推
察
さ
れ
よ
う
。
此
の
一
幕
替
の
絞
日
測
が
何
時
頃
に
始
ま
る
も
の
か
、
一
小
ヘ
明
四
年
の
燭
で
は
御
用

油
産
竹
屋
善
三
郎
が
御
則
油
宮
絞
ワ
た
ど
云
ふ
か
ら
、
そ
の
頃
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ら
ろ
。
然
る
に
寛
政
元
年
に
は
石
代
金
納
で
あ

っ
た
穫
を
営
年
よ
り
正
納
に
て
紅
戸
廻
と
た
し
浅
草
御
減
納
め
に
せ
よ
と
の
燭
が
出
て
ゐ
る
か
弘
、
略
ぞ
此
の
頃
に
幕
町
田
百
の
絞
泊
が

始
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。
下
っ
て
天
保
五
年
の
簡
に
は
菜
種
綿
貫
御
買
上
の
言
葉
が
あ
り
、
同
六
年
の
鰯
に
は
本
所
御
蹴
拙
絞
所

の
名
が
、
同
十
四
年
の
一
絢
に
は
橋
抑
制
御
川
泊
予
絞
所
及
守
揚
役
所
の
名
が
見
え
て
ゐ
る
。
後
の
附
所
の
名
は
一
花
治
年
間
の
鱗
に
も
見

部

え
て
ゐ
る
か
ら
幕
時
の
絞
泊
は
恐
ら
く
幕
府
瓦
鮮
の
時
迄
続
い
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
も
此
等
の
附
絞
所
は
可
た
り
大
規
模
の
も
の

向
別
に
注
意
す
ぺ
き
は
幕
府
が
絞
泊
を
粧
皆
し
た
事
で
あ
る
c
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で
あ
っ
て
、
元
治
一
光
年
に
は
陣
刑
判
明
御
絞
所
御
入
川
種
物
一
年
間
五
千
石
得
揚
御
紋
所
御
人
同
時
世
物
一
高
石
と
云
は
れ
、
仮
に
推
算
す

珪

れ
ば
前
者
は
約
七
百
一
れ
後
者
は
約
千
四
百
石
の
油
を
生
産
し
て
ゐ
た
事
に
な
り
‘
後
港
の
灘
目
以
上
の
規
模
で
あ
る
。

(
註
)
、
日
本
財
政
料
済
史
料
第
七
巻
凶
二
附
頁
に
よ
っ
て
、
積
物
の
中
茶
純
・
花
・
削
脱
却
司
が
六

O
o
p
を
出
品
、
納
貨
は
凶
0
4
%
と
し
、
茶
桶
・
削

臨
・
在
か
ら
は
ニ

C
o
p
綿
貫
か
ら
は
五
%
油
が
垂
れ
る
と
し
て
の
計
算
で
あ
る
。

尤
も
橋
場
御
川
泊
予
絞
所
及
得
揚
役
所
左
る
二
つ
の
絞
油
揚
の
内
容
に
就
い
て
は
未
だ
之
を
明
か
に
し
符
な
い
が
、
後
遁
水
車
新

同
の
揚
合
と
照
合
し
て
略
と
マ
日
一
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
で
あ
っ
た
と
推
断
す
る
事
が
出
来
よ
う
。
但
し
製
品
た
る
泊
は
幕
府
乃
至
は
旗

本
御
家
人
が
主
と
し
て
消
費
し
た
事
を
忘
れ
て
は
た
ら
風
。

揖
津
蒐
原
郡
水
車
新
田

水
車
新
田
と
は
現
在
神
戸
市
灘
医
大
石
川
(
都
賀
川
)
の
上
流
六
甲
川
に
沿
っ
た
一
帯
の
狭
い
土
地
で
あ
っ
て
、
長
さ
山
十
里
徐
幅
員

凡
二
十
六
問
、

又
大
土
ケ
卒
と
も
稀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
維
新
以
前
は
一
村
を
た
し
、
一
専
ら
六
甲
川
の
水
力
を
利
則
す
る
水
車
を
以
て

絞
油
業
・
精
米
業
に
従
事
し
、
耕
作
に
は
殆
ど
見
る
べ
き
も
の
泣
き
特
殊
の
村
溶
で
あ
っ
た
。

寛
延
一
冗
年
の
検
地
で
は
、
屋
敷
八
反
二
畝
ぃ
ハ
歩
一
、
下
畑
五
反
九
畝
廿
七
歩
、
林
畑
二
町
二
反
五
畝
廿
四
歩
と
記
さ
れ
J

更
に
貧
困
股

五
年
‘
十
二
年
、
安
水
八
年
、
寛
政
十
一
年
の
検
地
で
各
三
雨
入
と
な
っ
た
八
λ
は
、
屋
敷
一
町
一
一
反
二
十
六
歩
、
下
畑
一
町
九
畝
十

八
歩
、
林
畑
四
畝
廿
三
歩
で
あ
っ
て
、
寛
政
十
一
年
に
至
る
迄
下
畑
は
途
に
一
町
七
反
を
聞
で
や
、
之
に
針
し
て
屋
敷
は
一
町
九
反

徐
、
し
か
も
本
間
は
一
時
も
な
い
村
で
あ
ふ
-o

近
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油
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近

ma料
油
業
ru

生
斥
岨
問
伶

第
ト
十
七
谷

一一八六

第

自主

" 

一
花
来
此
の
地
は
以
前
八
幡
村
・
篠
原
村
・
山
川
村
・
向
M
M
村
・
何
版
村
・
鍛
冶
屋
村
之
内
太
町
村
の
六
ケ
村
の
入
台
地
で
あ
っ
た

が
、
享
保
九
年
紀
州
那
賀
郡
高
野
制
紳
野
庄
野
中
村
の
郷
±
問
林
宇
兵
衛
が
享
保
八
年
以
来
克
原
郡
の
新
岡
開
褒
を
請
負
ひ
、
同
九

3
 

年
代
官
平
岡
宛
に
水
車
新
設
を
願
ひ
出
た
の
に
始
る
。
そ
の
書
付
に
は

~~ 
1 

乍
恐
御
願
来
申
ト
供

一
、
拙
者
説
れ
仕
候
新
川
之
内
六
叩
谷
川
筋
ユ
同
水
市
六
七
州
州
都
似
内
、
、
取
小
家
ニ
而
技
世
仕
候
人
数
之
肥

L
を
以
新
川
成
就
仕
度
来
存
候
一
:
-

百
戸
-
一
遁
ぺ
て
ゐ
る

D

同
十
正
年
に
去
っ
て
代
咋
え
ド
藤
十
郎
よ
り
水
市
ド
ト
二
隔
に
付
一
色
h
印
刷
之
校
そ
以
て
汗

q
L一
な
(
ー
だ
が
J

様
ぱ
r
Jグ

き
峨
岨
の
日
行
間
の
鴻
に
水
車
を
建
て
得
、
ヂ
、

そ
の
内
二
輔
の
水
車
場
は
八
幡
州
市
郎
兵
衛
州
原
村
=
一
右
衛
門
に
議
ら
れ
、

他
の
十
欄

の
水
車
揚
は
卒
保
十
六
年
八
都
郡
東
尻
池
村
利
左
衛
川
に
議
ら
れ
、

更
に
問
什
年
一
陣
じ
て
心
へ
行
村
七
兵
衛
・
仁
川
、

五
五
村
次
助
、

州
版
村
主
口
十
郎
・
新
太
郎
・
修
次
郎
に
千
に
渡
り
、

始
め
て
建
設
に
従
ぴ
同
年
に
五
備
成
就
し
た
。

紋
い
て
沿
文
四
年
に
士
一
輔
、
一
位

保
二
年
に
一
輔
、
延
享
三
年
に
一
輔
、
宮
廷
元
年
二
輔
、
同
ゴ
一
年
二
柄
、
資
杯
一
一
年
一
輔
、
問
問
年
三
瀬
.
ム
」
増
加
し
て
ペ
明
三
年

に
は
什
五
楠
と
友
っ
た
。
此
等
の
水
車
が
す
べ
て
絞
油
の
鴻
の
も
の
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
山
川
此
の
外
に
米
海
用
水
用
が
嘉

永
二
年
に
十
五
稿
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
べ
明
二
年
二
慨
、
同
六
年
五
輔
、
寛
政
十
二
年
一
楠
・
文
化
十
一
六
年
一
一
一
輔
、
一
え
保
十
阿
年

四
栴
と
建
て
ら
れ
た
も
の
引
い
、
-
水
車
新
聞
は
元
来
絞
泊
拾
を
以
て
褒
一
巡
し
た
も
の
で
あ
る
つ
山
場
XJ
の
何
同
氏
ホ
車
新
町
の
一
念
数
・
人
別

を
左
に
掲
げ
よ
う
。

享
保
十
八
年

延
享
一
克
年

家
数
人
別
ナ
シ

人
JJJj 

九

人

女

秀忠

数

九
事F

九
A 

ナ

シ

男

費

解

二

年

十
凶
軒

廿
五
人

廿

人

zρ 

f'月

A 

ヨ歩

" 

" 
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明
利
一
百
年

会に

数

イ列

廿ー

半F

人
)Jlj 

川
凶
人

間
十
三
人

ョ~.

ブL
人

賀
政
定
年

サ
七
軒

ク

人

四
十
六
人

叶
凶
人

タ

ニタ

タ

天
保
十
二
-
年

叶
四
軒

， 
/ 

八
十
二
人

問
十
七
人

4シ

間
五
人

タ

タ

此
の
水
車
新
川
に
於
け
る
絞
油
経
替
の
規
模
・
形
態
は
如
何
た
る
欣
態
に
あ
っ
た
か
。
先
づ
絞
狩
規
模
に
就
い
て
見
る
に
、
水
車

ー

新
川
を
中
心
と
す
る
灘
日
一
帯
は
『
灘
目
水
車
之
偽
ハ
水
力
甚
だ
強
く
夫
に
や
じ
諸
遁
具
南
端
至
極
丈
夫
に
静
注
』
く
と
一
式
は
れ
、

間
平
に
菜
種
・
綿
貫
を
水
一
阜
の
力
で
粉
末
と
す
る
ば
か
り
?
な
く
、
そ
の
水
車
も
比
較
的
強
力
で
あ
っ
た
と
云
ふ
か
ら
、
規
模
も
慨
し

ノ1k 』て

卜f(
)L -C 
;1・l:i1あ

でっ

た
と
汚
.、、

ら
れ
る。

慨
に
均
一
府
四
年
の
絞
油
額
崎
菜
種
油
凡
一
二
千
六
百
一

J

十
二
百
七
ト
-
汁
綿
寅
山
千
九
若
六
十
九
行

刀
ん
し
文
化
十
年
か
ら
丈
政
八
年
八
か
け
て
五
毛
の
お
へ
利
一
誕
百
は
何
年
一
会
活
千
一
h

Vfli 
後
高品
質
(lq 

11 ノJ¥
山 Jド
{i 

W，'， il~H 
A. に

し付
"-c.約
ir.，三
ξ，百

;];  1り|

と
な

る

更
に
天
保
五
作
部

之
を
泊
に
す
れ
は
が
二
両
八
十
丸
れ
乃
至
三
百
五
十
一
二
泊
で
あ
る
c

上
り
・
凡
戸
へ
積
川
し
た
三
高
千
六
百
四
十
得
の
油
を
慨
に
灘
目
前
組
水
車
八
十
一
欄
に
割
首
て
る
と
千
均
三
百
九
十
石
と
な
る
。
以

上
の
例
を
以
て
し
で
も
大
阪
・
和
泉
・
河
内
の
人
力
或
は
水
車
絞
油
業
に
比
し
て
一
段
と
生
産
初
が
大
で
あ
る
事
が
明
か
で
あ
る
。

し
か
も
此
等
の
生
産
相
は
原
料
の
不
足
等
の
潟
に
、
必
守
し
も
充
分
た
る
生
産
力
を
殻
抑
し
た
も
の
で
は
な
く
、
資
肘
九
年
水
車
新
川

刊
謹
一

請
負
人
の
見
積
り
で
は
水
車
一
掬
一
年
の
生
産
力
は
四
百
十
三
石
、
文
政
十
三
年
凶
の
灘
日
一
山
紺
消
負
人
の
見
積
り
で
は
六
百
三
十

日
注
二

五
石
、
し
か
も
当
夜
稼
げ
ば
二
倍
と
な
る
と
一
五
ふ
。
経
鑓
規
模
の
比
較
的
大
な
る
事
は
容
易
に
忽
像
さ
れ
よ
う
。

(
註
一
)
、
費
暦
九
年
六
月
廿
五
日
、

一
色
安
婆
守
へ
口
上
の
書
付
に
よ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
年
三
百
五
十
日
、
円
晶
分
百
円
は
一
日
夜
種
六
石
六
ヰ

か
ら
泊
一
石
三
ヰ
八
升
絞
り
、
残
り
二
百
五
十
日
は
一
日
菜
種
二
石
ニ
斗
締
寅
削
百
貨
よ
り
各
々
泊
四
斗
六
升
及
六
斗
川
升
を
絞
り
、

一
年
に
し

凹
百
十
三
石
に
な
る
と
い
ふ
。

近
世
絞
油
業
内
生
産
機
構

第
凶
十
七
巻

ノL

七
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近
世
絞
油
業
の
生
成
機
構

第
凶
十
七
巻

第

抗

O 

ノ1

A 

(討一一)、

水
車
一
帆
に
丸
木
平
均
六
挺
、

そ
の
中
間
挺
は
茶
稀
川
、
ニ
挺
は
綿
貫
別
と
し
、

一
挺
平
均
一
日
の
楽
粍
消
費
出
一
石
ニ
斗
五
升
川
挺
で

五
行
、
前
に
し
て
一
石
二
斗
五
合
主
な
旬
、
紛
質
的
費
一
品
は
二
百
貰
二
挺
で
四
百
賞
、
泊
に
す
れ
ば
六
斗
問
升
と
な
る
。
両
者
令
せ
て
一
日
重
油

一
行
七
斗
六
升
五
合
一
月
で
五
十
二
石
九
斗
五
升
絞
る
と
一
訂
ふ
見
積

p
で
あ
る
。

公
づ
基
本
的
作
業
の
道
具
た
る
立
木
に
就
い
て
見
る
と
、
交
政
十
三
年
六
月
の
灘

日
附
組
市
負
人
の
中
市
付
に
上
れ
ば
水
車
一
耐
に
付
平
均
六
挺
で
あ
る
と
一
戸
は
れ
て
ゐ
る
が
、
既
に
明
和
七
年
に
立
木
五
挺
、

川一

年
に
い
リ
本
阿
挺
を
備
へ
た
作
業
場
の
記
録
が
あ
り
、

然
ら
ば
そ
の
経

m山
形
畑
正
は
如
何
な
あ
っ
た
か
。

叉
刈
は
呉
る
が
住
昔
、
介
に
現
存
ナ
る
水
車
場
に
は
い
パ
挺
の
」
山
本
山
没
備
せ
ら
れ

た
い
収
跡
が
あ
る
。
作
業
場
は
慨
し
て
大
き
〈
川
聞
に
十
八
間
位
の
建
物
で
あ
り
己
之
を
含
む
屋
敷
は
一
一
一
的
十
五
歩
を
最
少
と
し
最
大

は
八
畝
廿
間
歩
、
十
一
一
不
平
均
し
て
六
畝
五
歩
と
云
ふ
聴
さ
で
あ
っ
た
。
然
ら
は
共
所
に
従
業
す
る
持
働
者
は
何
れ
程
の
数
で
あ
っ

た
か
。
一
花
女
年
間
水
車
新
同
請
負
人
の
書
付
で
は
水
車
一
一
附
に
付
働
人
廿
人
徐
と
記
さ
れ
、
叉
前
掲
明
和
七
年
の
立
本
五
挺
の
作
業

拐
の
記
録
に
は
、
椀
勝
十
二
人
前
・
ふ
と
ん
十
二
国
民
・
枕
十
・
仕
事
者
物
三
十
等
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
作
業
場
に
従
事
す
る
者
十

『
山
内
属
商
費
一
』
或
は
他
地
方
か
ら
の
出

文
政

人
乃
至
一
一
十
人
と
す
れ
ば
、
前
掲
の
家
数
人
別
と
合
致
し
左
〈
怠
る
が
、
之
は
隣
村
か
ら
の

渇

隊
等
を
考
へ
る
事
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
よ
う
。
尤
も
製
油
録
が
記
す
搾
り
人
一
人
・
添
槌
一
人
・
親
司
一
人
・

F
倒
き
二
人
合
せ
て
五

人
の
持
倒
者
が
〕
の
作
業
揚
の
数
で
あ
る
か
如
何
か
は
明
か
で
左
い
が
、
搾
り
方
(
恐
ら
〈
搾
り
人
と
品
川
槌
)
は
一
日
に
菜
穂
三
一
れ
六
斗

絞
る
銭
に
立
木
=
一
挺
乃
五
四
挺
に
就
い
で
順
吹
槌
打
し
て
絞
っ
た
株
で
あ
る
。
か
く
の
如
〈
一
作
業
場
内
の
持
働
者
は
慨
し
て
少
数

で
あ
る
が
、
経
持
者
の
中
に
は
水
車
を
六
輔
色
川
有
ナ
る
も
の
が
あ
り
、
叉
二
柄
所
有
の
も
の
は
六
人
も
あ
り
、
寛
政
頃
の
五
毛
の
一

大
利
家
の
如
く
剤
治
・
絞
泊
・
農
業
・
金
貸
等
そ
我
ね
た
も
の
も
あ
っ
た
。
特
に
此
等
の
絞
油
業
者
が
天
保
三
年
の
仕
法
改
正
以
後

前掲第本 19) 水草ー鞠分道具イナ帳(大利幾治氏肌嘉D
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た
川
内
尚
北
資
本
の
支
配
を
離
れ
て
自
ら
江
戸
へ
日
仰
を
治
り
川
L
売
事
は
注
目
ず
べ
き
で
あ
る
。

以
上
叫
べ
し
事
情
を
綜
合
す
れ
ば
水
車
新
川
の
絞
州
支
は
零
細
乍
ら
も
工
場
制
子
工
業
の
段
階
に
&
っ
た
も
の
L
」
巧
へ
る
事
が
州

来
よ
う
。
向
水
市
新
川
と
怖
と
同
様
の
僚
件
に
あ
る
住
吉
川
上
流
に
も
水
市
の
出
来
線
が
見
ら
れ
る
。
札
パ
所
に
於
け
る
絞
油
業
の
欣
態

も
、
恐
ら
〈
木
市
新
川
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。

設
4
1
亡、

1
t
，f
l
 

そ
の
一
一
は
自
然
力
の
利
川
で
あ
り
、
他
の
一
は
交
活
の

水
市
新
川
に
絞
油
業
が
護
透
し
た
地
川
町
的
契
機
を
考
へ
る
に
、

利
阪
で
あ
る
。
山
然
刀
の
利
川
は
営
時
の
如
く
生
町
力
の
停
滞
的
で
あ
っ
た
時
代
に
は
脱
め
て
京
一
良
で
あ
る
が
、

心
し
〉

jtぃ

1
一
品
〉
川
H
4
1
J

止
ρv
，1
H
a
U
干
H
川

J
M

刊
絞
油
の
準
備
工
刊
行
に
於
て
U

あ
っ
て
、

と

〉

叶

叩

ζ

己
一

T
J
I
'
A

d
d
i
-
-
川

A
M
J
よ
り
糸

校
日
仰
の
比
川
本
的
作
業
は
醤
笠
依
然
た
る
子
工
労
働
で
あ
っ
た
。

イ
山
川
水
市
川
火
山
に
間
出
品
市
の
仙
川
内
川
川
に
州
内
化
ナ
石
川
町
山
口
川
凡
ら
れ
る
。

る
c

大
正
一
例
年
?
は
水
車
川
I

寸
附
J
4

ぺ
て
附
門
町
川
と
た
つ
ご
わ

近
〈
に
海
岸
を
控
八
原
料
咽
川
主

d

中
ろ
同
様
の
水
車
で
あ
v

り
乍
ら
河
内
の
そ
れ
に
比
し
て
生
産
規
模
が
よ
り
大
で
あ
っ
た
事
は
、

口
川
の
檎
迭
に
倒
め
て
使
立
で
あ
っ
売
潟
と
忠
は
れ
る
。
沿
岸
航
路
に
よ
る
蓮
怖
が
戎
が
凶
返
附
の
交
泊
史
上
品
も
弔
必
た
役
刑
を
山

め
て
ゐ
た
事
は
今
克
論
や
べ
く
も
な
い
。
勿
孔
柵
此
等
の
契
機
の
背
後
に
一
般
的
に
は
徳
川
中
矧
以
後
の
関
内
市
場
・
商
品
生
市
町
山
設

述
、
特
殊
的
に
は
た
阪
を
中
心
と
す
る
絞
油
業
の
仰
統
が
存
し
て
ゐ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
肉
。

四

綾

油

屋

仲

間

孜
が
間
近
山
の
商
工
業
が
各
々
仲
間
を
組
織
し
て
ゐ
た
事
は
周
知
の
事
責
で
あ
る
が
、
絞
油
業
者
も
亦
多
く
は
仲
川
を
形
成
し
て

ゐ
た
。
併
し
そ
れ
等
は
時
代
・
地
方
に
よ
っ
て
色
彩
を
異
に
し
、
叉
明
瞭
な
仲
間
を
見
出
し
え
な
い
地
方
も
あ
っ
た
。
例
へ
ば
河
内

近
叶
一
統
油
業
の
生
産
機
構

第
凶
イ
七
巻

A 

プU

第

焼
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近
世
料
油
業
の
生
産
機
構

都
川
十
七
谷

jむ

O 

筋

量YL

の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

河
内
で
は
前
述
の
仰
ぐ
多
数
の
絞
出
染
者
が
散
布
し
て
ゐ
た
が
、

仲
川
の
心
ハ
什
十
刊
を
明
か
に
し
え
な
い
。
川
川

し
仲
間
的
所
動
が
全
然
見
ら
れ
た
か
っ
た
か
と
一
式
ふ
と
必
や
し
も
さ
ろ
で
は
な
い
。

ぷ
永
七
年
頃
に
行
川
・
錦
部
・
川
市
・
八
上
郡

の
水
取
人
力
油
稼
業
者
百
十
三
株
の
者
が
、

八
朔
ト
は
に
奉
行
・
家
老
・
川
人
・
同
心
等
に
御
刊
金
と
し
て
北
川
式
歩
を
納
め

ヰL

(/) 

)
 

入
川
を
負
拾
し
て
ゐ
た
如
き
が
る
る
。

川
内
の
絞
リ
山
栄
者
は
農
村
氏
成
く
散
布
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
山
ら
、

仲
川
の
い
収
況
は
必
や
し

も
山
本
引
却
で
た
か
っ
た
事
は
推
察
さ
れ
る
。

和
山
山
に
E

枇
い
て
見
る
に
、

堺
市
史
所
村
の
絞
油
足
取
締
阪
に
堺
市
巾
雌
に
泉
州
岡
市
長
合

H
U
 

f
J
士
h
r
Hリ
=
♂
υ
W
J

二
一
ふ
う

2

、

Y
F
J
H

爪
ド

I
川

j
l
k引

i
L
T
フ
h
p巴
刀

ー、

f

:

)

一
J
t
h
1
1
;之
さ

ノ

;

』

ご

:

川什

1
L
寸
乙

U
恥
し
い
九
州
刊
仰
い
川
目
「
d
r
d
l
L
F
E
片
泊

;

i

r

h

!

[

b

:

I

l

-

-

h

i

-

-

一

J
I
-
-
1
h
l
-
F
1
L
;
dノ
1
1
t
j
H
I
E
d
-
-
f一F
I

L
-
-
に

一

一

一

円

ド

レ

や

か

町

山

I
1
7
1
j
J
t
J
A
l七
U
I
h
d
l

っ
て
ゐ
た
か
、

此
の
蜘
は
明
か
で
な
い
。

絞
油
足
取
締
帳
を
見
て
も
殆
ど
引
が
附
の
取
締
川
川
僚
在
必
肘
一
に
ん
す
る
べ
き
白
を
述
べ
て
ゐ
る

ム
」
川
山
は
れ
る
も
の
が
多
い
。

併
し
農
村
で
も
仲
間
が
形
成
さ
れ
て
ゐ
売
事
は
近
江
出
生
加
の
絞
油
屋
五
十
一
判
が
一
の
仲
間
を
作
つ

-c 
J;) 
Tζ 
事
t亡
よ
てコ
て

タ滑
ら
れ

も)

又
椀
法
で
は
灘
目
水
車
油
稼
前
組
と
補
し
て
一
一
の
仲
川
が
あ
っ
た
。

一
は
水
市
新
問
で
あ
り
、
他

の
一
は
明
和
七
年
大
阪
京
橋
五
丁
目
の
日
野
足
庄
右
衛
門
が
請
負
人
と
な
っ
て
川
来
六
武
庫
・
克
服
・
八
市
三
郡
川
線
水
平
六
十
一

株
で
あ
る
。
後
者
に
就
い
て
は
之
を
明
か
に
す
ぺ
き
史
料
は
た
い
が
、
前
者
に
於
て
は
既
に
一
手
保
什
年
に
納
屋
治
助
以
下
五
人
が
仲

間
定
遣
を
作
っ
て
漣
印
し
て
ゐ
円
。
。
大
版
ぜ
は
明
和
七
年
株
が
許
可
せ
ら
れ
だ
が
‘
仲
間
の
資
仙
を
知
り
利
る
史
料
は
丸
山
ら
た
い
。

批
判

L
前
述
せ
し
如
〈
製
油
録
に
『
大
坂
絞
り
屋
仲
間
の
寄
合
』
と
あ
る
事
か
ら
も
、
仲
間
の
存
十
代
は
疑
ふ
ぺ
く
も
な
い
。

以
上
の
如
き
絞
油
屋
仲
間
を
考
察
す
る
に
常
っ
て
先
づ
註
意
す
べ
き
は
、
叫
仰
と
糾
せ
ら
れ
で
も
そ
れ
を
山
ち
に
林
仲
間
の
株
と
同

一
一
叫
し
ぇ
・
な
い
事
で
あ
る
。
河
内
の
例
が
そ
れ
で
あ
り
、
又
天
保
三
年
の
改
市
に
よ
っ
て
情
州
一
凶
に
絞
泊
尽
百
株
が
設
け
ら
れ
た

如
雪
は
、
叫
川
H
Y

」
幕
府
の
一
方
的
意
志
を
以
て
設
定
せ
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
株
を
以
て
也
ち
に
株
仲
間
の
作
十
代
を
折
山
止
し
得
な
い
の
で
あ

布、燕史料
堺市具、第六巻890頁
71<1.由一件雑誌J抄録には堺人力絞f由監年行革、泉~+I 凹 !i日フ'k草人力絞油煙抜f~"->名

が見える。
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る
。
併
し
如
何
な
る
形
態
に
せ
よ
ル
に
よ
っ
-
」
八
つ
に
が
川
仙
化
す
れ
ば
、

川
口
川
北
青
は
山
一
品
然
そ
の
椛
利
を
椀
拾
し
よ
う
と
す
る
却
は
明

か
℃
る
ら
つ
ο

川
間
心
泊
旅
株
は
安
水
二
年
京
都
川
長
行
よ
り
定
め
ら
凡
一
た
が

口
へ
川
二
一
年
に
は
同
同
州
生
市
納
屋
株
仲
間
五

近

ト
一
寸
L
Y
一川

j

ス
求
刑

H
1
-
H
ト
、

一一

H
i
J
v
i
ノ
川
市
l
b
ホ

ノ

H
i
p
-

ト
正
に
事
ぐ
る
如
く
無
料
に
て
リ
山
総
・
来
日
刊
'
口
一
以
・
日
山
小
宮
を
な
す
梓
主
排
除
せ
ん
と
定
め
亡
訟
り

し
か
も
そ
れ
以
外
に
は
治
ど
見
る
べ
き
汎
約
が
た
い
と
い
ふ
が
如
き
は
そ
の
例
で
あ
る
。

、

無
機
二
川
油
山
開
放
伐
者
。
之
供
ハ
川
十
池
小
じ
ん
刷
山
叶
山
叩
紋
1
一l
t

間
入
不
巾
倣
耐
油
同
体
致
倣

fu品
都
御
神
山
川
に
御

γ

品
川
叶
仰
上
申

一
、
無
株
ニ
而
油
禄
之
依
ハ
御
他
制
た
り
正
一
仲
ヶ
川
一
統
巾
淡
万
一
-
一
川
崎
市
/
¥
栄
町
川
以
上
不
同
州
泊
保
致
候
ハ
札
一
段
右
御
棒
所
江
御
訴
4
巾
J
本

一
、
無
株
一
一
同
茶
祁
比
(
外
国
料
河
川
札
悦
引
日
品
川
似
品
刊
有
之
倣
ハ
、
，
石
川
同
出
川
叶
致
小
山

一
、
畑
…
株
-
一
川
一
前
小
百
致
抑
制
作
之
似
ハ
、
右
川
総
叶
一
政
h
-
一
!

之
は
又
ふ
ん
沿
も
な
く
仲
川
k

りハ刊ぺ
i
f
H
川
川
川
】
か
一
川
止
〕
ト
人
?
と
し
た
J
円

U
d

、
北
川
町
山
し
〈
し
r

M

M

ら

f
、
川
町
川
市
川

I

訓
川
被
機

山
町

恒
U
F
-
仏

i
E

コ
E

、。

ム日

l
o
サ

/
C
歩

K
L

リ

ド

〉

j

p一
l

こ
」
」
三

L
土

u
r
l
d
何

r
L
U
T
f
1
2
7
3
i

d

州
北
イ
(
此
後
州
前
市
一
以
人
出
来

t
E
1
4
H
汀
!
?
了
ご
る
.
，
、
J
j
u
v
!ソ
!
'
I
d
》

l
i
:
、

J
4
4
斗
よ
若
h
い
〔
ト
し

E
h
h
i
対
才
仁
I
Y
F
才
一
足
泊

校
而
巾
合
之
連
中
江
入
巾
戊
仁
h

什
之
者
州
民
舟
山
内
代
民
一
一
-
凡
吋
一
川
お
可
致
u
m
m川
述
巾
之
内
規
制
川
兄
弟
に
で
も
必
折
致
川
鋪
候
」

な
る
堤

約
に
よ
っ
て
も
明
か
で
る
る
。

水
市
新
川
山
川
中
山
J
l

」は
E

リ
ド
保
十
-
-
年
内
十
一
色
株
か
ら
什
五
株

(
似
し
一
ぞ
の
巾
五
株
は
一
大
切
二
年
武
山
阿
佐
原
八

。

目
泌
の
如
く
新
川
以
外
の
絞
油
産
は
似
力
Mm一
也
し
て
ゐ
り
、

部
三
都
六
ト

〈

至宝
)f干
卜

一
日
械
か
ら
議
り
う
け
る
)
に
増
加
し
亡
ゐ
る
が
、

生ド

月
1<:: 
ノl、
部
汗日
干7
)1二

そ 付
のヱ'k
lヨ ヨド
1'1'.) li. 
そ』附
w 心
し biI
て利
，.;; ;)， 

る)竺
湖
荒
川
村
水
平
一
備
が
同
年
存
か
ら
専
ら
綿
貫
油
陪
慨
を
し
て
ゐ
だ
の
を
停
止

せ
し
め
ん
と
し
て
訴
へ
、

司
て
へ
以

一
例
と
し
て
文

日
間
ハ
り
事
貨
は
た
以
絞
油
屋
仲
川
に
も
見
ら
比
る
が
、

政
六
年
桶
川
三
本
滞
飢
内
の
子
絞
人
六
人
の
も
の
が
大
限
定
日
刊
絞
州
民
仲
間
へ

ν、
古:

J
h久
h
f
-
h
k
h
土
3
1
J

E

h

4

H

u

バ
l
b
f
I
ノノ

「
子
作
茶
碗
子
絞
政
九
九
」

党
利
之
外
不
時
四
大
坂
表
山
川
出
足
へ
震
被
品
川
川
氏
悌
一
円
巾
似
小
心
河
川
州
之
義
は
勿
品
縦
令
胡
州
知
之
内
別
府
な
り
共
品
苦
心
俗
資
決
而
仕
川
敷

返
附
絞
油
業
の
生
成
機
構

第
凶
十
七
谷

ゴム

め合
~> 

波

雄

同

摘

出

田

所

ι
ハ

陀」
v
p
b
 

融

取

川

-
T

，ρ
 

手

、

ι
へ
1

1
叫

町
間
引
引
書
体

定

先

'X注
日

車
岡
市
硝
同
日

ホ

白

水

の

来

谷
間
谷
業
以

甲
帳
仲
叩
拙
討

中
ハ
抜
株
六
統
御

昭

午

市

H
一工

1
f
、

ー

ー

ー

原
株
次
原
近
去

蒐
油
又
蒐
、
御

州
カ
本
州
稿
戸

揖
人
寸
川
桶
川
江

)
)
〕
)
)
)

〆

b
均
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け

b

u
ノ

O

E
Z
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近
世
絞
泊
業
の
生
産
機
構

第
凶
十
七
谷

ブむ

第

YJJe， 

VLJ 

』
と
云
ふ
一
札
転
入
れ
て
ゐ
る
如
き
が
あ
る
。

か
く
の
如
〈
仲
間
外
の
競
争
点
刊
を
制
力
拘
除
し
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
仲
間
内
の
競
一
乍
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
も
の
も
る
つ

た
。
水
車
新
田
に
於
て
原
料
眺
入
・
生
時
制
限
・
帥
目
的
者
・
生
産
設
備
等
に
就
い
て
仲
間
内
の
者
が
互
に
協
同
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の

は
削
ち
そ
れ
で
あ
る
ο

方
に
そ
れ
ら
の
規
約
そ
州
準
し
よ
う
。

( 

ー」

) 

先
づ

mm
判
挑
入
に
際
し
て
問
屋
円
伎
を
一
一
分
以
ト
と
し
(
『
柿
質
問
医
口
川
崎
之
俄
何
方
に
て
も
式
分
よ
り
外
は
噌
買
巾
問
州
市
中
』
)
綿

貨
の
可
日
は
一
般
に
白
山
で
め
る
が

{
「
料
抗
目
的
口
之
似
何
・
万
円
て
も
一
技
中
ly~

ごじハ
)
f
H
M
引
市
川
士
十
川
川
げ
に
じ
1
-
ι
l
J
J
h
り

1:ー

J
c
u
b

-
-
6
1
4
f
F
l
f
h
一

i
l
-
-
:
心

〈

l
J
E
J

内
立
合
次
第
割
以
可
申
唱
、
仰
大
石
波
八
怖
演
新
相
ぷ
摘
出
は
此
一
一
-
ケ
所
に
て
貝
依
材
質
之
依
戸
建
中
へ
平
等
に
割
以
可
申
候
』
)
同
様
の
事
例
は
表
狭

下
中
郡
桐
油
屋
仲
間
で
も
見
ら
れ
る
。

( 

ー
) 

更
に
綿
貫
高
直
の
際
に
は
生
産
制
限
を
し
て
劉
抗
ぜ
ん
事
を
定
め
て
ゐ
る
。

(
『
一
、
柿
鴨
川
市
直
に
付
車
問
相
談
之
節
制
武
多
所

持
之
仁
有
之
候
も
連
中
之
相
談
相
背
開
鋪
事
、

一
、
連
中
巾
合
車
問
之
内
平
遡
し
巾
仁
有
之
骸
ば
鴻
過
料
銀
五
十
日
き
勺
と
出
し
可
申
事
』
)

( 

一) 

持
働
者
に
剥
し
て
は
互
に
熟
練
せ
る
者
の
宇
一
年
を
警
め
、

( 

匡Z司

、

賃
銀
も
連
中
市
合
せ
以
上
品
川
1

ナ
事
を
禁
じ
て
ゐ
る
。

曲
山
口
問
尚
貰
働
人
之
儀
仕
事
に
な
れ
巾
者
抱
可
巾
供
連
中
之
内
に
利
動
肘
巾
者
内
諾
に
て
抱
申
問
鋪
候
若
連
中
之
内
に
勤
供
者
家
を
替
p
勤
中
度
よ
し
申

候
は
ピ
先
方
へ
委
細
相
等
相
羽
之
上
利
抱
可
巾
事
。

、

働
人
質
保
之
供
連
中
巾
A
日
之
外
相
帯
夜
被
申
候
仁
有
之
候
連
中
と
し
て
其
勤
人
早
速
同
し
可

申
候
』
)

(
四
)

生
産
設
備
に
就
い
て
は
互
に
他
の
そ
れ
を
妨
害
せ
ぬ
事
を
期
し
て
ゐ
る
。
(
『
一
、
車
場
所
の
内
道
筋
井
手
溝
手
共
破
損
節
は
連
中

一
、
銘
々
閲
壁
合
壁
其
外
出
宅
地
何
れ
の
所
に
で
も
仲
間
内
車
場
井
干
場
等
に
影
さ
し
候
様
に
致
問
敷
候
自
然
常
分
構
成
不
巾
と
収

立
合
修
覆
可
致
事
、

極
さ
せ
お
〈
と
も
仲
間
之
内
よ
り
構
巾
よ
し
刷
有
之
紋
は
ヒ
早
速
地
主
よ
り
伐
収
可
申
候
若
述
乱
有
之
倣
は
ピ
連
中
見
分
之
上
仲
間
伐
収
可
申
候
』
)

出f由犀書物一件(篤本、大阪市役所々蔵)
揖州蒐i県君jl六甲干下水車定書
下中郡油t.!.仲間帳之潟、若狭同泣致郡諸;記録(黒正l¥IH，f1i搬)
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尤
も
以
上
の
如
き
規
約
は
之
を
仲
間
の
連
情
的
精
仙
仰
の
端
的
な
現
れ
官
あ
る
と
友
す
事
も
山
来
る
が
、

巧

が
弱
化
し
た
れ
ば
こ
そ
か
L
る
悦
約
が
生
れ
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

他
刷
所
詞
竹
山
内
躍
立
性

以
上
考
察
せ
し
事
例
に
よ
っ
て
仲
間
が
仲
間
内
外
の
競
争
を
倒
力
肌
止
ぜ
ん
と
し
た
事
が
明
か
と
な
る
が
、

併
し
之
を
以
て
す
べ

て
の
仲
間
を
通
じ
て
の
機
能
で
あ
る
と
す
る
の
で
は
な
い
。
株
仲
間
の
機
能
が
時
代
と
共
に
推
移
す
る
事
情
は
宮
本
又
次
氏
が
趨
切

に
遁
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。
唯
少
く
と
も
上
例
の
場
合
(
八
幡
組
仲
間
作
法
帳
U

天
明
=
平
・
寛
政
凶
年
。
水
車
新
川
U
享
保
二
十
年
・

下
巾
郡
泊
院
仲
間
定
日
天
保
川
年
)
は
商
品
生
誌
は
可
な
り
後
述
し
た
時
代
で
あ
り
、
株
仲
間
も
成
熟
期
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
小
ん
も
議
日
出
制
株
仲
間
に
捌
く
現
れ
る
訓
撃
機
能
・
信
川
保
持
機
能
が
全
然
見
ら
れ
ね
と
一
五
ふ
の
で
は
な
い
。

費
勝
一
ニ
年
。

h
k
る
況
拘
は
ド
中
郊
の
リ
川
沿
仲
間
-
川
一
二
見
ら
れ
、
味
人
札
州
在
々
の
一
統
油
泣
仲
間
。
塊
的
も
持
山
川
の
収
減
に
従
ふ
と
い
了
目
杉

η

q
n
 

強
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
山
川
刺
殺
機
能
を
川
市
た
寸
も
の
と
兄
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。

(
註
)
、

て
油
資
(
中
略
)
下
山
成
直
入
致
し
候
町
は
山
元
之
草
花
文

一
、
村
之
義
(
中
略
)
符
芯
先
へ
不
足
候
怖
は
仲
間
融
泊
致
し
先
方
手
支
不
申
様
可
致
事
』

『
一
、
油
質
小
買
油
小
買
に
至
る
迄
日
利
不
EU
仲
間
相
談
之
上
買
貰
可
致
候
一
帯
。

に
相
成
仲
間
不
法
之
事
。

叉
堺
泉
州
の
場
合
を
始
め
多

く
の
仲
間
に
見
ら
れ
る
如
く
、
会
儀
法
度
を
守
り
各
叫
営
業
に
針
す
る
幕
府
の
仕
法
を
仲
間
と
し
て
違
背
せ
ざ
る
旨
を
規
約
し
、
あ
た

最
後
に
、
絞
油
屋
仲
間
が
灘
日
同
組
に
兄
ら
れ
る
如
〈
一
地
上
冥
加
金
の
請
負
闘
般
の
役
割
を
県
し
、

か
も
農
村
の
五
人
組
同
様
の
機
能
を
布
し
て
ゐ
た
事
を
注
意
し
た
き
た
い
。

む

び

す

近
世
絞
油
業
の
努
働
行
程
は
比
較
的
単
純
で
あ
っ
た
が
、
材
班
州
国
形
態
と
し
て
は
賃
仕
事
・
手
工
業
・
宗
門
ぷ
求
・
工
場
制
手
工
業

近
世
絞
油
業
の
生
産
機
構

第
四
十
七
巻

ヨL

プし

第

披
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近
世
紋
油
業
の
生
産
機
構

第
四
十
七
巻

コIL
VY 

第

腕

ムノ、

が
存
在
し
て
ゐ
た
0

4

ん
も
此
等
の
形
態
の
内
部
機
梢
を
各
と
明
か
に
し
て
相
訂
正
比
較
す
る
事
は
川
来
な
か
っ
た
が
、
少
く
と
も
生

陀
瀬
に
於
て
は
弐
ぎ
の
如
く
明
か
に
匝
別
す
る
事
が
山
川
来
る
。

美
濃
厚
見
郡

和
泉

大
阪
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叶 山石油

街

貨
仕
一
串
・
手
工
業

寄橋 i'k 7"J 
場場 Itc内
御御新7)<.
絞絞/11 容
所 所 側1

Eま

--...---
家
内
工
業

-...---~.， 

工
場
制
手
工
業

勿
論
此
等
の
一
経
営
形
態
が
各
そ
の
後
生
の
時
代
を
異
に
し
た
事
は
云
ふ
迄
も
た
い
。
賃
仕
事
・
手
工
業
が
近
世
以
前
か
ら
の
も
の

で
る
る
事
は
容
易
に
推
定
さ
れ
る
が
、
家
内
工
業
は
少
く
と
も
近
世
に
入
っ
て
問
屋
が
成
立
し
て
か
ら
の
も
の
で
ち
り
、
更
に
工
場

制
手
工
業
の
愛
生
は
水
車
新
旧
で
は
享
保
皮
で
あ
り
古
都
山
首
の
も
の
は
寛
政
皮
以
降
で
る
っ
た
。
併
し
此
等
の
粧
品
百
形
態
は
賃
仕
事

手
工
業

l
家
内
工
業
!
工
揚
制
手
工
業
と
一
文
ふ
桜
に
縦
起
的
段
階
と
し
て
近
世
絞
油
業
が
機
械
的
に
粧
過
し
た
も
の
で
は
友
〈
、

~ 

揚
制
手
工
業
の
出
現
後
も
向
賃
仕
事
・
千
工
業
の
存
在
が
見
ら
れ
た
。
併
し
此
の
事
貨
は
此
等
の
諸
形
態
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

げ
る
事
に
よ
っ
て
容
易
に
川
町
一
解
さ
れ
よ
う
。
邸
ち
美
濃
の
賃
仕
事
・
手
工
業
と
し
て
の
絞
泊
業
は
向
自
然
経
済
を
完
全
に
脱
し
き
ら

ぬ
地
方
市
揚
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
劃
し
て
掛
・
川
・
来
の
家
内
工
業
・
工
場
制
手
工
業
は
主
と
し
て
都
市
を
市
揚
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
問
書
)
伶
近
世
白
絞
油
業
者
が
各
地
に
於
て
各
々
仲
間
を
形
成
し
、
仲
間
内
外
の
競
争
を
阻
止
し
て
主
と
し
て
自
己
白
樺
盆
擁
護
に
努
め
た
事
を

紹
介
し
た
が
、
此
の
動
に
就
い
て
は
史
料
も
撃
は
ず
考
察
も
不
定
分
で
あ
る
。
再
考
を
期
す
る
ワ
も
り
で
あ
る
。


